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所有者別分布

組織図

監査等委員会

株主総会

取締役会

経営会議

社長

経営戦略企画部

経営管理部

人財戦略部

CSR室

Japan IT Center

Asia IT Center

品質保証センター

内部監査室

APEM

海外販売会社

商品・市場戦略統括部

技術開発統括部

製品開発統括部

国内営業本部

開発本部

生産・SCM本部

技術戦略本部

新規事業開発統括部

セールス・マーケティング統括本部

社名

英文社名

設立

資本金

従業員数

上場取引所

本社／技術研究センター

東京本社

事業所

営業所

物流センター

IDEC株式会社

IDEC CORPORATION

1947年3月26日

10,056,605,173円

連結3,654名（2019年３月31日現在）
※特定社員・臨時社員含まず

東京証券取引所市場第１部

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号
電話：06-6398-2500（代表）

〒108-6014 東京都港区港南2丁目15番1号
（品川インターシティA棟14階）
電話：03-5782-7690（代表）

筑波、尼崎、福崎、滝野

仙台、高崎、大宮、水戸、東京、多摩、横浜、長野、新潟、
富山、金沢、浜松、名古屋、京都、大阪、岡山、福山、
広島、四国、福岡

竜野

本社 東京本社

尼崎事業所 滝野事業所

（注）上記大株主の記載は､有価証券報告書の開示内容に準じています。

大株主（上位10位）
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

JP MORGAN CHASE BANK

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY

有限会社舩木興産

株式会社みずほ銀行

藤田 慶二郎

BBH FOR GLOBAL X ROBOTICS AND
ARTIFICIAL INTELLIGENCE ETF

THE BANK OF NEW YORK MELLON
（INTERNATIONAL） LIMITED

舩木 俊之

4,868

2,829

1,984

1,560

1,041

812

731

683

659

625

14.80

8.60

6.03

4.74

3.16

2.47

2.22

2.08

2.01

1.90

2019年３月３１日現在

2019年4月1日現在

■個人その他
　12,914千株（38.9%）

■金融商品取引業者
　242千株（0.7%）

■自己株式
　322千株（1.0%）

■金融機関
　9,797千株（29.5%）

■外国法人等
　8,251千株（24.8%）
■その他の法人
　1,695千株（5.1%）

株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

150,000,000株
33,224,485株

10,037名

Company Information

Our Principlesとは、Core Valuesを基にした
働く上で具体的に意識するべき考え方・行動です。

全てにおいてお客さまを優先し、最高品質の製品やサービスを提供することで、常に満足度の向上に努めます。

「チームワークに勝る個人なし」―私たちは力を合わせて、最高のパフォーマンスを追求します。

地球環境保護に責任を負い、その役割を果たします。

ベストな成果を生み出すために、楽しむことを忘れずに仕事に真摯に取り組みます。

一人ひとりが積極的に仕事に取り組むことで、エネルギーに満ちた環境を作り出します。

自ら学ぶことに最善を尽くします。絶え間ない自己研鑽と自己成長により、潜在能力を開花させます。

成功にはチャレンジと失敗がつきものです。失敗を振り返ることで多くを学び、成長します。

変化に意思をもって挑戦し、柔軟に受け止めます。変化に適応することで、自らを成長・発展させていきます。

私たちのさまざまな個性は強みです。多様性を活かすことで、新しい製品やサービス、アイデアを生み出します。

品質・信頼性・安全にこだわり、追求しつづけることで、業界水準を超える製品を提供します。

誠実さは、お客さまやステークホルダーと永続的かつ友好的な信頼関係を構築する上で欠かすことができ
ません。信頼が一朝一夕に得られるものではないとの理解のもと、誠実かつ粘り強く行動します。

常に相手を敬う気持ちを持ち、それぞれの立場を尊重して行動します。

法令および社内規程を遵守し、どのような状況であっても倫理観と責任感を持って行動します。

成果を出すことが重要であることを認識し、自らの行動とその結果に自信と責任を持てるよう常に最善を
尽くします。

“Work smarter, not harder”―私たちは限られた時間の中で最大の成果を上げるために、効率的で無駄
のない行動を心掛けます。

仕事の優先順位を明確にし、成果を左右する極めて重要な20％の部分にフォーカスすることで、最小限の
リソースから最大限の成果を生みだします。


